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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期
第１四半期
連結累計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

売上高 （千円） 8,010,428

経常利益 （千円） 648,103

四半期純利益 （千円） 373,441

四半期包括利益 （千円） 370,728

純資産額 （千円） 9,778,411

総資産額 （千円） 16,919,343

１株当たり四半期純利益金額 （円） 62.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
（円） 62.09

自己資本比率 （％） 57.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連結累計

期間及び前連結会計年度の主要な経営指標等については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことに伴い、物語香港有限公司及び物語（上海）企業管理

有限公司を連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクは、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

　海外事業について

　当社グループは海外において店舗展開しており、海外子会社の進出国における政情、経済、法規制、ビジネス

慣習等の特有なカントリーリスクにより、計画した事業展開の継続が困難となった場合には、当社グループの業

績に影響を及ぼす可能性があります。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社は、前第１四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との

比較分析は行っておりません。

 

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済・金融政策により円安・株高傾向が継

続したことで緩やかな景気回復の動きが見られるものの、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減や物価上昇懸

念などから、依然として先行き不透明な状況が続いております。

外食業界におきましては、消費マインドの改善から消費税増税の影響も限定的となり回復の兆しがあるもの

の、円安等による原材料価格及びエネルギーコストの上昇、店舗運営面における人材確保困難の深刻化など、依

然として厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境の中で当社は、今後の持続的な成長の実現を支える経営基盤を築くために、経営理念「Smile＆

Sexy」のもと、役職員１人ひとりが社内組織に埋没することなく、また、新たな商品・業態・事業の開発と育

成に果敢にチャレンジし、時代の変化に対応するだけでなく、時代の変化を創り出す会社づくりを目指し、以下

の２つの項目を底上げするための施策に取り組んで参りました。

①お客様が持つ期待感の遥か上をいく「顧客価値」を常に創造するために業態開発、業態改善を絶え間なく続

ける「開発力」

②ホスピタリティ溢れ、お客様のニーズを先読みして行動できるプロフェッショナル性が高く、個性を発揮で

きる「人財力」

その上で、既存顧客の満足度向上や新たな顧客創造のために、各業態における品質・サービスレベルの向上、

新メニュー開発、積極的な販売促進活動などの施策に取り組み、各既存業態のブランド力向上に努めて参りまし

た。

店舗展開につきましては、直営店において６店舗の新規出店と２店舗の改装を、フランチャイズ店において１

店舗の新規出店、２店舗の閉店及び１店舗の改装を実施いたしました。これにより、当第１四半期連結会計期間

末におけるチェーン全体の店舗数は303店舗（直営店154店舗、フランチャイズ店149店舗）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高8,010,428千円、営業利益536,067千円、経常利益

648,103千円、四半期純利益373,441千円となりました。

 

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況については、当社の事業は単一セグメントであります

ので、その概況を事業部門別に示すと次のとおりであります。

　焼肉部門におきましては、２店舗の新規出店と２店舗の改装を実施し、売上高4,724,940千円となりました。

　ラーメン部門におきましては、売上高1,151,426千円となりました。

　お好み焼部門におきましては、１店舗の新規出店を実施し、売上高583,596千円となりました。

　専門店部門におきましては、２店舗の新規出店を実施し、売上高762,011千円となりました。

　その他部門におきましては、１店舗の新規出店を実施し、売上高156,294千円となりました。

　フランチャイズ部門におきましては、焼肉業態で１店舗の改装を実施し、ラーメン業態で１店舗の新規出店を

実施し、お好み焼業態で２店舗の閉店を実施しました。売上高については、加盟契約店舗数の増加による売上ロ

イヤルティ収入の増加等により、632,159千円となりました。

 なお、連結子会社が営業している飲食店舗については、その他部門に含めております。
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(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,991,582 5,992,182
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 5,991,582 5,992,182 ― ―

 （注） 「提出日現在発行数」欄には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成26年７月１日～

　 平成26年９月30日

　　（注）１

1,500 5,991,582 929 2,696,186 929 2,569,036

　　（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成26年10月１日から平成26年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が600

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ、371千円増加しております。

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,987,700 59,877 －

単元未満株式 普通株式　　　1,682 － －

発行済株式総数 　　　　　5,990,082 － －

総株主の議決権 － 59,877 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社物語コーポレーション
愛知県豊橋市西岩田五丁

目７番地の11
700 - 700 0.01

計 － 700 - 700 0.01

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりま

せん。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 4,769,213

売掛金 437,983

商品及び製品 191,931

原材料及び貯蔵品 49,587

その他 550,705

貸倒引当金 △136

流動資産合計 5,999,284

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 6,407,581

その他（純額） 1,917,610

有形固定資産合計 8,325,191

無形固定資産 81,337

投資その他の資産  

差入保証金 2,079,864

その他 434,330

貸倒引当金 △665

投資その他の資産合計 2,513,529

固定資産合計 10,920,058

資産合計 16,919,343

負債の部  

流動負債  

買掛金 972,428

未払法人税等 274,809

賞与引当金 128,060

株主優待引当金 42,266

その他 2,656,633

流動負債合計 4,074,198

固定負債  

長期借入金 1,886,097

役員退職慰労引当金 215,750

退職給付に係る負債 204,491

資産除去債務 162,868

その他 597,526

固定負債合計 3,066,733

負債合計 7,140,932

純資産の部  

株主資本  

資本金 2,696,186

資本剰余金 2,569,036

利益剰余金 4,507,632

自己株式 △954

株主資本合計 9,771,900

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 1,125

為替換算調整勘定 △4,446

退職給付に係る調整累計額 1,933

その他の包括利益累計額合計 △1,386

新株予約権 7,897

純資産合計 9,778,411

負債純資産合計 16,919,343
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 8,010,428

売上原価 2,615,545

売上総利益 5,394,882

販売費及び一般管理費 4,858,815

営業利益 536,067

営業外収益  

受取利息 3,756

受取配当金 54

協賛金収入 82,799

為替差益 31,007

その他 7,450

営業外収益合計 125,068

営業外費用  

支払利息 7,065

その他 5,966

営業外費用合計 13,031

経常利益 648,103

特別損失  

固定資産除却損 17,766

特別損失合計 17,766

税金等調整前四半期純利益 630,336

法人税等 256,895

少数株主損益調整前四半期純利益 373,441

四半期純利益 373,441
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 373,441

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 72

為替換算調整勘定 △2,348

退職給付に係る調整額 △436

その他の包括利益合計 △2,712

四半期包括利益 370,728

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 370,728

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことに伴い、物語香港有限公司及び物語（上海）企業管理有

限公司を連結の範囲に含めております。

 

 

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が55,694千円減少し、利益剰余金が36,256千円

増加しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

　四半期連結財務諸表は、当第１四半期連結会計期間より作成しているため、「四半期連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項」を記載しております。

 

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　２社

連結子会社の名称

　物語香港有限公司

　物語（上海）企業管理有限公司

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社である物語香港有限公司及び物語（上海）企業管理有限公司の決算日は12月31日であります。

　四半期連結財務諸表の作成にあたって、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基

づく財務諸表を使用しております。

３．会計処理基準に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

時価のないもの

　移動平均法による原価法

②たな卸資産

商品、貯蔵品

　主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）

製品、原材料

　総平均法による原価法（貸借対照表額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法によっております。

　ただし、当社の平成10年４月１日以降に取得した建物については、定額法を採用しております。

②無形固定資産

　定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③長期前払費用

　定額法によっております。

（3）重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当第１四半期連結会計期間末要支給額を計上して

おります。

③株主優待引当金

　将来の株主優待制度に基づく費用の発生に備えるため、翌連結会計年度以降において発生すると見込ま

れる額を計上しております。

（4）退職給付に係る会計処理の方法

　従業員の退職給付に備えるため、連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当第１四半期

連結会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３年）に

よる定額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（３年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており

ます。

 

（5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処

理しております。

　在外子会社の資産及び負債は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期

中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しておりま

す。

 

（6）その他四半期連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

 
当第１四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

　加盟店の仕入先からの仕入債務の一部に

対する保証
344,965千円

 

　また、上記のほか加盟店１社

の事業用定期建物賃貸借契約に

対し、月額賃料1,000千円の債務

保証を行っております。

 なお、この事業用定期建物賃

貸借契約の残余期間は、９年

５ヶ月であります。

 

　２　貸出コミットメント

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と貸出コミットメント契約を締結しております。これら

の契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円

借入実行残高 ―

差引額 1,000,000

 

　なお、貸出コミットメント契約には、以下の財務制限条項が付されております。

(1)　各決算期の末日における純資産の部の金額が、直前の決算期の末日における貸借対照表の純資産の部の金

額又は平成23年６月期の末日における貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％を下回ら

ないこと。

(2)　各決算期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。

(3)　各中間期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日）

減価償却費 261,669千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月26日

定時株主総会
普通株式 119,786 20 平成26年６月30日 平成26年9月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成26年７月１日　至平成26年９月30日）

　当社は、飲食店事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 62円35銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 373,441

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 373,441

普通株式の期中平均株式数（株） 5,989,350

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 62円09銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 25,360

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

―

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    平成26年11月10日

株式会社物語コーポレーション     

　取　締　役　会　御　中     

  有限責任監査法人　トーマツ   

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松　井　夏　樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 内　山　隆　夫　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社物語コーポレーションの平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第１

四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成26年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平

成26年７月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社物語コーポレーション及

び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の

経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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